
 

 

 

 

 平成２９年２月２４日に下呂市長と岐阜森林管理署長の間で、「馬瀬川渓流魚付き

保全林」の指定に関する覚書を締結しました。 

渓流魚の良好な生息環境を保全する上で、森林は重要な役割を果たしています。 

平成１５年に馬瀬村と岐阜森林管理署が「馬瀬村・渓流魚付き保全林」の指定に関

する覚書を締結し、地域と森林管理署が連携して適正な森林整備や遊魚者等に対する

森林愛護の啓発等を行ってきました。これからも両者がより一層連携を深め、清流馬

瀬川を中心とする豊かな郷土づくりに向けて、あらためて覚書を締結し、意見交換を

行いました。 

平成２９年度は馬瀬川渓流魚付き保全林を再度周知する目的で、民国連携のシンポ

ジウムの開催を予定しています。 
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